
将来めざす姿

（ビジョン）

職員の行動指針

（バリュー）

戦略・戦術

（アクションプラン）

基本理念

(ミッション)

『市民目線』の行政サービスや業務のデジタル活用による、みんなが住みやすく暮らしやすいまち

市民の目線に立ち、一人ひとりに寄り添い、行政サービスや業務においてデジタル技術を効果的に活用することで、総合計画で掲げる「みんなが住み

やすく暮らしやすいまち」を実現することがDX戦略の使命であり、本市がDXを推進する理由です。

市民の利便性向上

①市民は、最適な（いつでも・どこでも・

どんな方法でも）手続きの仕方を選ぶこと

ができます

②市民は、手続きの手間を最小限に抑える

ことができます（書かない・待たない・回

らない）

③市民は、市役所から必要な情報を適時に受

け取ることができます

④市民は、施設やサービスをより利用しやす

くなります

業務の効率化

①職員は、業務の自動化等により、政策

立案や市民サービスの提供など、人に

しかできない業務に専念できます

②職員は、互いにサポートしあって、

ムダなくスムーズに仕事ができます

③職員は、紙の書類を探さなくとも、すぐ

に必要な情報を取り出すことができます

④職員は、最適な場所・環境で仕事ができます

人財育成

①職員は、デジタル分野について基本的

なことを共有できています

②職員は、根拠をきちんと理解した上で、

基本的なシステム操作ができます

③職員は、現状をきちんと分析し、最

適なシステムを導入・利用できます

④職員は、主体的に新しい知識・技術の

習得に努め、デジタル技術を積極的に

取り入れることができます

① ＤＸは利用者目線で進めます

② ＤＸはデジタルを手段に業務改革前提で進めます

③ ＤＸは庁内組織の縦割りを排し垣根を取って進めます

④ ＤＸは全体最適化を念頭にトータルコストを意識して進めます

⑤ ＤＸはチャレンジ精神を持って行動・挑戦して進めます

本戦略を推進するうえでの、本市職員と
して行動する際の５つの心構えです。
これをDX推進の原点とし、常に心に留め
ておき、また折りに触れて原点に帰るこ
とでDXの意義を組織に根付かせます。

各課の具体的な取組

（かしまデジタル変革戦略アクションプラン）

ミッション・ビジョンを実現するために実
行する個別の具体的な取組であり、ダメな
ら方向転換ができるように適宜検証・見直
しを行います。

本戦略を推進するうえでの、将来の鹿島市のあり方であり、市民や職員が日常的に感じる「課題・疑問」が解決された後の鹿島市の目指すべき姿です。

戦略の体系（ミッション・ビジョン・バリュー）


